（府労組連）
第１の要求について、皆さんとの良き労使関係については、これまでの経過を尊重し、今後とも、双方の努力により築いていきたいと考えています。

職員の給与、勤務条件に関わる諸問題については、所要の協議を行っていきます。

第２の要求について、人事委員会勧告は、労働基本権制約の代償措置であることから、基本的には尊重すべきものと考えています。

本年の人事委員会勧告の取扱いについては、鋭意検討中であり未だ結論に至っていません。

とりわけ、本年の給料引下げの勧告の実施時期については、これまでの人事院や府人事委員会の勧告で示されてきた取扱いと異なる内容であり、このことは今回の勧告でも、「勧告の実施時期については、４月に遡及することが制度の趣旨に適うものと考えられる」と述べられているとおりであり、平成29年４月改定とすることについて、大変苦慮しているところです。
第９の要求について、介護休暇については、職員の申出に基づき期間を指定できるようにします。介護時間については、国に準じて導入します。なお、介護欠勤については、介護時間の導入にあたりその取得状況等も踏まえて引き続き検討していく必要があるものの、当面は介護時間と併用しない形で存置します。

導入時期については、改めて示します。

なお、介護時間等にかかる給与の取扱いについては国に準じた取扱いとします。
その他の要求の諸事項については、先般、企画厚生課長から回答したとおり。
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